
〜
え
き
ち
か
（
駅
近
）
古
墳
発
見
！

Ｊ
Ｒ
久
宝
寺
駅
西
側
で
70
基
も
の
古
墳
発
見
〜

二
三
巻

　

八
尾
市
内
で
近
年
、
特
に
様
変
わ

り
し
た
場
所
と
い
え
ば
、
Ｊ
Ｒ
久
宝

寺
駅
付
近
で
し
ょ
う
。
平
成
18
年
に

竜
華
操
車
場
跡
地
の
整
備
が
完
成
し
、

駅
は
南
北
高
架
状
の
橋
上
駅
舎
と
な

り
、
北
側
に
は
バ
ス
の
ロ
ー
タ
リ
ー

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺
に
は

新
し
い
八
尾
市
立
病
院
が
建
て
ら
れ
、

広
い
道
路
も
で
き
ま
し

た
。

　

実
は
、
こ
の
整
備
に

先
立
つ
発
掘
調
査
で
３

世
紀
前
半
か
ら
後
半
、

す
な
わ
ち
弥
生
時
代
の

終
わ
り
か
ら
古
墳
時
代

初
め
の
墓
が
た
く
さ
ん

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
久

宝
寺
駅
の
西
側
、
自
転

車
置
場
の
あ
る
広
場
か
ら
龍
華
水
環

境
保
全
セ
ン
タ
ー
付
近
を
中
心
に
、

約
70
基
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳

は
ほ
と
ん
ど
が
方ほ

う
け
い形

で
、
一
辺
５
〜

15
ｍ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
す
。
ま
た
、

駅
か
ら
近
い
所
で
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー

西
側
お
よ
び
自
転
車
置
場
西
側
の
道

路
整
備
に
伴
う
（
公
財
）
八
尾
市
文

化
財
調
査
研
究
会
に
よ
る
発
掘
調
査

で
、
２
つ
並
ん
で
方
墳
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
久
宝
寺
遺
跡
で
多
く

の
古
墳
が
造
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
辺

り
が
昔
、
大
阪
湾
か
ら
入
り
込
ん
だ

河
内
湖
の
ほ
と
り
に
位
置
し
て
い
た

こ
と
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
付
近
で

は
準
構
造
船
と
い
わ
れ
る
木
船
の
部

材
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、

河
内
湖
に
は
、
多
く
の
船

が
行
き
交
っ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
河
内

湖
か
ら
旧
大
和
川
を
さ
か

の
ぼ
る
と
、
当
時
の
ヤ
マ

ト
王
権
の
本
拠
地
（
奈
良

県
南
東
部
付
近
）
へ
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
久
宝
寺

遺
跡
付
近
は
当
時
、
交
通
の
要
所
と

し
て
発
展
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

久
宝
寺
駅
の
北
側
の
階
段
を
下
り

て
す
ぐ
の
広
場
に
は
、
遺
跡
の
説
明

石
版
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
メ
ガ
シ

テ
ィ
タ
ワ
ー
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ス
ト

リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
久
宝
寺

駅
周
辺
の
歴
史
の
パ
ネ
ル
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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